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1. 序論 

 核融合炉の商用化に向け、ダイバータ板の熱負

荷低減のために非接触ダイバータプラズマでの

運転技術の確立が期待されている。完全な非接触

ダイバータプラズマよりも部分非接触ダイバー

タプラズマ(PDD plasmas)が熱的に安定で[1]、放

射領域の位置不安定性の制御が重要課題となっ

ている。 

文献[2, 3]では、多層型一次元モデルを用いる

ことで放射領域の上流への移動が妨げられるこ

とが分かった。本研究ではそのメカニズムについ

て調べた。 

 

2. 多層型一次元モデル 

 基礎方程式を以下に示す。 
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ここで  、 l 、K はそれぞれ質量密度、運動量

密度、エネルギー密度を表す。これを Fig.1 に示

す周辺プラズマ領域について解く。 

 

Fig.1  Schematic picture of multi-layer 1D model[2]. 

3. 径方向輸送 

 径方向輸送には拡散モデルを用いた。式(4)に

ダイバータ領域での熱輸送を示す。SOL 領域に

も同様のモデルを用い、拡散係数は固定とした。 
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4. 結果 

 Fig.2 に示すように、熱拡散係数 (m2/s)が大き

くなるにつれて安定領域が広がることが分かっ

た。また、SOL 領域にも拡散を導入したことで、

ダイバータ領域での熱拡散をなくしても安定領

域が現れることが分かった。 

 

Fig.2  The correlation between the position of detachment 

      front and the auxiliary neutral density. 
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